
 

 

 

 

 

 

 

◆中間考査（５月１０・１１日）に向けて、頑張っています！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験勉強は、授業で「わかった！」「できた！」ことを、自分のものにする（＝定着）ための大

切な作業です。もしかしたら、せっかくわかっていたのに、忘れてしまって、思い出すのに苦労し

ていたり、思い出す量が多くて嫌になり、あきらめかけたりしている人がいるかもしれません。 

平成３０年5月９日号  北九州市立向洋中学校長 古閑 明子 

 校 訓 

 誠 実 

 協 和 
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１年生、初めての考査です

が、しっかり計画を立てて実

行し、その日を振り返り、明

日へとつなげていますね。 

２年生、全教科をまんべ

なく復習するように計

画を立てています。（ま

ちがえた所）など、具体

的に書いていますね。 

さすが３年生、見通し

をもって計画を立てて

学習しています。繰り

返し学習している教科

もありますね。 



今日の道徳の時間で、やっぱり「ありがとう」や「ご

めんなさい」は「大切だなあ」と思いました。この１

秒くらいで言える言葉なのに、色々な気持ちがこもっ

て、なかなか言えない時もあるんだなあと感じました。

だけど、「ありがとう」や「ごめんなさい」を言うと、

自分もほっとするし、相手も嬉しい気持ちになるので、

これからも、「ありがとう」「ごめんなさい」を伝え

ようと思いました。 

今日の２つの話をみて、２つとも感謝することが大切だということをすごく気づかされて、そ

の一言がどれだけ大事で、大切なのかが今日１時間で、すごく伝わりました。これから「あり

がとう」や「ごめんなさい」とかの言葉もすごく大事にして、いつも周りに感謝できるように

したいです。 

ドイツの心理学者「ヘルマン・エビングハ

ウス」の記憶の実験から、家庭学習を続ける

と、『忘れる量を減らす』ことや、『記憶して

いる期間を伸ばす』ことができるということ

も言えます。 

学校の授業を核として、復習したり、繰り

返して練習したり、逆に、明日、授業で習う

所の教科書を読んで予習したりすることで学

習内容が定着します。つまり、学校の授業と

家庭学習の両方がとても大切です。考査前と

同じように、日頃から、自分で計画を立てて

（＝学習する時間や内容を決めて）家庭学習をすると、勉強が楽しくなってきます。是非、苦しい

時を辛抱して、勉強を続けてください。お家の方や先生方は、いつもみなさんを応援しています。 

 

◆家庭訪問、修学旅行・進路説明会、部活動保護者会へのご協力、ありがとうござい

ました。 
４月２３・２４・２６・２７日の家庭訪問、５月２日（水）の３年修学旅行・進路説明会、同日

夜の部活動保護者会におきましては、保護者の皆様にご都合をつけていただき、ありがとうござい

ました。身体的にも精神的にも著しい成長が見られる中学校３年間で、子どもたちが自分自身の一

生を支えるための強い体とたくましい精神力を身に付けるためには、家庭と学校との緊密な連携が

必要になります。信頼関係を大切にして、それぞれの役割を果たし、共に、子どもたちの成長を喜

んでいきましょう。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

◆１年生、道徳の時間の感想より 

 

 

 

 

 

 

 

◆朝は 明るく 笑顔で「おはよう」 
  皆さんは、校内では、いつも元気に、感じのいい挨拶をしてくれます。 

「同様に地域でもできているといいなあ」と思っていたところ、昨日、 

赤崎小学校の田村校長先生から「向洋中学校の生徒さんは、毎朝、気持ちの

いい挨拶をしてくれます。感心します。褒めてあげてください。」と言われ

ました。とても嬉しかったです。笑顔で挨拶することは、相手はもちろん、

自分自身を元気にすることになると思いませんか！？ 


